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二次分析機能を備えた online data archiveの利点とその要件に関する検討
―― 簡易 data archiveを実現する tool作成の試み ――

A Study on theMerits and Requirements of Online Data Archives:
Making of Tools to Realize HandyData Archives on the Internet

加藤 厚

まず、近年増加しつつある調査結果などのweb上での公開の現状の一端とその限界・制約が紹

介され、続いて機関としての data archiveの諸機能、特に二次分析機能の internet上での実現に

よる諸利点及びその実現可能性の検討と作成支援 toolの試作という本論文の目的が指摘された。

既存の大規模な学術的 online data archiveの紹介と検討を踏まえて、本研究が実現を目指す

data archive 及びその作成支援 tool の要件が指摘され、それらを満たすべく試みられた

JavaScriptによる支援 tool（SPDA：data archiveを browser上に提示し二次分析を行う tool、

並びに csv2ary：汎用 data書式である csvを JavaScriptの２次元配列に変換する tool）の作成

過程が報告された。

SPDAを用いて筆者が行った data archive公開の実例を提示・紹介するとともに、このような

試みの意義と今後の課題について述べて本論文の結びとした。
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Ⅰ 問題と目的

１ 調査結果などのweb開示の現状とその制約

近年、各種調査結果などのweb上での公開が増加している。例えば「学生生活実態調査」など

の開示も、資料１に示したとおり多数存在し、比較的詳細なクロス集計結果などを含むものも多

い（資料２）。しかし、このような分析及び開示は、調査実施者側の構想と便宜の範囲内でのみ行

われる一方向的なものであることが多く、閲覧し利用・活用を目指す側の期待に十分応えきれな

い場合も少なくないことが危惧される。

資料１

近年におけるweb上での

調査結果などの開示状況

の一例

資料２

比較的詳細な集計結果の

開示の一例

調査実施者の連絡先などが明記されている場合には、閲覧者の依頼・要望により追加的な分析

や開示が行われることもありうる。なぜなら、調査実施者側の着想には一定の限界があるため、

立場や観点の異なる利用者からの要望などは調査実施者側にとってもしばしば有益かつ有意義だ

からである。しかし、調査実施者側が追加的な分析や開示を行う時間的・心理的余裕に恵まれて

いることは常には期待できないのが実情であろう。
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２ Data archive機能を備えたweb開示の可能性とその利点

ここで、注目すべき存在に data archive（データアーカイブ）がある。Data archiveとは、「統

計調査、社会調査の個票データ（個々の調査票の記入内容。マイクロデータ）を収集・保管し、

その散逸を防ぐとともに、学術目的での二次的な利用のために提供する機関」(SSJデータアーカ

イブ 資料３)である。

調査結果などが開示されているweb page上に、機関としての data archiveが現在果たしてい

る上記の機能、特に二次分析機能が実現できたならば、冒頭に述べた危惧はその大幅な解消が期

待できる。なぜなら、World Wide Webは本来双方向的な利用に適した媒体であり、個票 data

分析機能がweb page上に提供されれば、開示された分析結果に飽き足らない、あるいは調査の

実施／開示者側とは異なる問題意識や着想を有する閲覧者は、その興味・関心などに基づいた追

加的な、あるいは新たな二次分析を自らその場で実行して結果を入手できるからである。そして、

二次分析機能の onlineでの提供には、以下のような追加的利点も存在する：

a. 貴重な原資料の有効利用（調査対象の負担の軽減、他者による研究の継続などを含む）

b. 多面的・包括的な分析・検討（時系列的分析、比較研究、一次分析の検証などを含む）

c. 実証的態度に関する広範な啓発（仮説検証・問題解決といった教育目的の利用を含む）

３ 本論文の目的

本論文の目的は、上記の諸利点の実現に繋がる「二次分析機能を備えた data archive」のweb

上での実現可能性を検討するとともに、それを実証する作成支援 toolの試作過程を記録・報告す

ることである。

資料３ ＳＳＪデータアーカイブによるdata archiveの定義など
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Ⅱ 方法

Modelとしての諸既存 data archiveなどの把握と検討、及び目指されるべき作成支援 toolの

要件についての考察は、web上での資料収集とその展望に基づいて行った。また、作成支援 tool

の試作は、JavaScript辞典（アンク、2002）などを参照しつつ筆者が行った。

Ⅲ 結果と考察

１ Modelとしての諸既存data archiveなどの把握と検討

本研究でその実現が目指されるべき data archiveの諸属性や要件を検討する手がかりとして、

まずmodelとしての既存 online data archiveの把握と検討を行った。検索された諸 archive中、

参考とすべき特長を有するものとして、以下の３件を紹介する。

a. ＳＳＪデータアーカイブ

ＳＳＪデータアーカイブ（1998年開設）は東京大学社会科学研究所附属日本社会研究情報セン

ターが運営する国内における代表的 data archiveで、２次分析が可能な調査が多数（2005年９

月の時点で 500件以上 資料４参照）収集・保存・公開されている点がその特長である。

資料４ 代表的data archiveであるＳＳＪデータアーカイブにおける検索結果の一例
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他方、収集されている調査は「社会科学分野の統計調査、社会調査」にその範囲・内容が限定

され、また利用者は「大学又は研究機関の研究者と教員の指導を受けた大学院生」などに限定さ

れている。

従って、例えば「学生生活実態調査」などの自発的で簡易な開示に適切な機関とは考えにくく、

また全ての個人がその興味・関心の追究に自由かつ簡便に利用できるものではない。

b. ICPSR(Inter-university Consortium for Political and Social Research)

ICPSR（1962年開設）は、ミシガン大学社会調査研究所が運営する社会科学関連調査の個票

dataの世界最大級の archiveである。

“MyData account”という「利用者登録」を行えば、公開されている調査の個票dataがdownload

でき、さらにDAS（Data Analysis System 資料５）を利用すると、収集されている調査の一

部（2005年９月時点で約 200 資料６）について、度数分布の集計から回帰分析に至る統計処理、

読み替えや変換による新変数の作成、棒・折れ線・円などの各種 graphの作図などの非常に充実

した二次分析が onlineで可能な点がその特長である。

海外の研究機関であるため、身近な調査結果の自発的な開示に適切とは言えない点はＳＳＪデ

ータアーカイブと同様であるが、「登録」のみで広範かつ多数の調査の個票 dataの入手や online

分析が可能な点は参考にすべき利点であると言えよう。

資料５ 社会科学関連調査の代表的data archiveであるICPSR
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資料６ ICPSRにおいてdata downloadやonline analysisが可能な調査の検索結果の一例

c. SRDQ（質問紙法にもとづく社会調査データベース）

SRDQ(Social Research Database on Questionnaires)（2004年開設）は、大阪大学大学院・

人間科学研究科・SRDQ事務局が運営する「質問紙法にもとづく社会調査データベース」である。

2005年９月の時点で 119件の調査についてその質問文並びに選択肢による検索と参照が可能で

あり、また２領域の計 10調査については onlineでの二次分析も可能である（資料７）。

資料７

10 調査については

登録不要で二次分析

が可能なSRDQ
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Onlineで二次分析を行う場合にも「利用者登録」などは不要であり、かつ度数分布表作成・ク

ロス集計から因子分析・線形回帰に至る多様な分析手法が提供されている。このように、全ての

利用者に対して充実した二次分析の機会を提供している点は、教育目的での利用などにおいては

大きな利点である。他方、二次分析が可能な調査数については一層の充実が望まれる。

２ 目指されるべきtoolの要件

本研究が実現を目指すのは、二次分析機能を備えた「閲覧者にとってより利用価値の高い調査

結果の開示」を容易に達成しうる online data archiveである。そこで、前節で展望した学術的で

大規模な諸 data archiveの特長の検討を踏まえ、本研究で試作する data archive作成支援 tool

については、下記の諸点をその要件とした。

a. 個票 dataに対する基本的な二次分析を全ての利用者が実行できること

b. 調査に関心を持つ利用者であれば自由に使用できる程度に簡便であること

c. 特定のOSや応用 softwareを要求することなく使用できること

d. 商用 softwareの購入や専門的技能無しにその作成と改訂が可能なこと

各要件のより詳細な内容及びその補足説明などは下記のとおりである。

a.で言及した「二次分析の実行」の必要性・意義などは「問題と目的」で述べたとおりである。

なお、個票 dataの範囲は「数値 data」のみ、分析機能の範囲は「単純集計・クロス集計・群別

集計・散布図」として開発を試みた。二次分析の対象とする dataの範囲を「数値 data」のみと

するのはＳＳＪデータアーカイブと同様（資料８参照）である。また、上記の範囲の分析機能が

利用できれば、２変数における質的 dataと量的 dataの全ての組合せの基本的分析の実行が可能

である。他方、変数の変換（数値の読み替えや尺度化など）、３変数以上の分析、自由記述 data

の分析などについては、今後の課題とした。

資料８ ＳＳＪデータアーカイブにおける個票data提供の形式と範囲など
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また、「全ての利用者が実行できる」については、問題と目的で言及した「二次分析の諸利点」

を考慮し、極力多様かつ多数の利用者における二次分析の試行を目指して要件の１つとした。

b.すなわち「利用の簡便さ」には、「二次分析を行う利用者（閲覧者）における簡便さ」と「二

次分析を期待しつつ結果並びに dataを開示する提供者（調査実施／開示者）における簡便さ」

の２面が存在する。前者については、mouseのみによる操作、つまり clickなどのみで二次分析

の実行を可能とすることが目指された。また、後者については、data archiveの作成と公開に要

する準備・技能として、web pageの公開に必要なそれら（html fileの作成とその uploading）

以外には「所定の形式でのdata file作成」しか求めないこと、及びCSV(Comma Separated Value)

などの汎用data file形式からの data file作成機能を実現することが目指された。

c.と d.すなわちOSを選ばず、応用 softwareも不要で、かつ作成や改訂に高度な知識・技能を

必要としない、という条件から、今回の systemの試作は JavaScriptで行うこととした。なぜな

ら、まず第１に「OSを選ばない」ためには二次分析の処理は serverあるいは browser上で実行

すること（いわゆる“web programming”）が必要であり、第２にweb programmingに使用され

る主な言語のうち、ActionScriptについては商用 softwareが必要、また Perlや PHPについて

は serverに関する、Javaについては programming自体に関する比較的複雑で高度な準備や知

識・技能が必要だからである。

b.の後者、すなわち「提供者における簡便さ」の追求、並びに c.d.の帰結、すなわち「JavaScript

による作成支援 toolの試作」という方針は、SRDQ（質問紙法にもとづく社会調査データベース）

の現状を踏まえて指摘した「二次分析可能な調査数の一層の充実」に関する本 toolの独自の貢献

を期待させるものである。なぜなら、まず「二次分析可能な調査数の充実」には調査結果の自発

的公開の増大が有効であり、それは公開に必要な手順・過程などが十分簡便でなければ期待しに

くいからである。加えて、JavaScriptの実体は text fileであり、その customize（改造）は容易

であるため、様々な「自家用変更」を加えた形での data archiveが公開される可能性、有志によ

る tool自体の改善の可能性なども期待できるからである。

３ 支援toolの作成とdata archive公開の過程

本節では、前節で指摘した諸要件を満たす online data archive公開支援 toolの作成、及びそ

の利用による data archiveの公開の過程について、下記の展開に従ってその要点を報告する。

a. 支援 tool: SPDAの概要とそれを使用した data archiveの一例

b. Data fileの形式並びに変換 toolの作成

c. 最適なuser interfaceの検討と実現

d. 最適な二次分析機能の検討と実現

e. Data archive公開の実際と今後の課題など
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a. 支援 tool: SPDAの概要とそれを利用した data archiveの一例

本学の「重要問題等調査検討委員会」が実施した１実態調査の結果を開示したweb pageに呈

示された link（左側の窓の中程）から data archive（右上の窓）を起動し、windows XP上の

Internet Explorer(以下 IEと略記)で回答者の性別×出身のクロス集計（行％付き）を実施した結

果（右下の窓）は資料９に、Mac OS X上のSafariで２種類の期待間の散布図作成（対 dataの

差の検定付き）を実施した結果は資料 10に示したとおりである。

資料９ IEで表示されたweb pageのlink（背景＝左側windowの中程）から

data archiveを呼び出して行った２変数間のクロス集計の一例

本 tool: SPDA(a Script for Public Data Analysis)は上に示した両 browserに加えて、例えば

Netscape、Firefoxといった JavaScriptに対応する全ての internet browser上で作動し、user

interface的には pointerによる選択と clickにより全ての操作が可能である。また[help] （右上

の窓の下部）、各 buttonの説明などは pop-up形式で表示される（資料９の右上の窓）。
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資料10 Safariで表示されたweb pageの link（背景＝左側windowの中程）から

data archiveを呼び出して行った散布図作成（対dataの差の検定付き）の一例

単純集計、クロス集計、群別集計、散布図といくつかの追加的統計機能の装備、pointerと click

のみでの操作、JavaScriptによる作成とその結果としての殆どの internet browserへの対応、及

び容易な改造可能性などにより、「２．目指されるべき toolの要件｣で示した各要件はほぼ充足さ

れていると言えよう。

b. Data fileの形式並びに data変換 toolの作成

変数間を半角カンマで区切るCSV(Comma Separated Value)形式は最も一般的な data fileの

形式の１つである。この形式で作成した fileを JavaScriptで処理するためには、２次元配列

（JavaScriptではArray）に格納した dataを外部 JavaScript fileとして読み込むのが最も合理

的であろう。また、data archiveの自発的な公開が進展するためには、「２．目指されるべき tool
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の要件」で指摘したように、必要な手順・過程などの簡便さが重要である。そこで、既存 data

を２次元配列の外部 JavaScript fileに変換する tool(csv2ary.htm)を JavaScriptで作成した。

資料 11に示したように、欠測値を含むCSV fileを上の text areaに貼り付けて[OK]を clickす

ると、まずnewステートメントで新配列 vを宣言し、続いて第１行の data（変数名）は””で括

り、第２行以下の data（変数値）は欠測を nullに置き換えて、vの要素内に順次追加してゆく

scriptが下の text areaに表示される。

資料11

一般的 data 形式で

あるCSV fileを貼り

付けて SPDA 用の２

次元配列を得るため

の tool(csv2ary)の

実行例

c. 最適なuser interfaceの検討と実現

現在、標準的な user interface はGUI(Graphical User Interface)であり、SPDAにおいても

二次分析の対象とする変数や実施する分析の選択は、pointerのみで行えることが望ましい。幸

い、internet browserの標準的なGUIであるプルダウンメニュー、ボタン、チェックボックスな

どは全て JavaScriptによって利用可能である。そこで、選択肢の数が百以上になりうる変数の

選択についてはプルダウンメニューを、数種類に限定される分析の選択についてはボタンを、そ

して on/off択一の追加的統計機能の実行の有無についてはチェックボックスを interfaceとする

こととした。また、資料９に示したように、ボタンやチェックボックスに pointerを重ねると、

各々の機能に関する日本語の補足説明が、そして資料 12に示したように、[help]に pointerを重

ねると、SPDAに関する全般的な補足説明が pop upするようにした。

なお、一般的な internet browserにおいては、GUIに加えて各種の keyによる操作（例：[Tab]

や[↓]による操作対象の変更、[space bar]によるチェックの on/off、[Enter]による確定・実行）

も可能であるが、その有効範囲は各 browserに依存する。
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資料12

変数選択にプルダウ

ンメニューを、help

などに pop-up を用

いた SPDA の user

interface

※Mac OS X 上のFirefox

での実行例

※プルダウンメニュー

とhelp の同時表示は

実際には不可能

d. 最適な二次分析機能の検討と実現

結果と考察の「１ Modelとしての諸既存 data archiveなどの把握と検討」で展望した data

archive中、onlineでの二次分析が可能なのは ICPSRとSRDQである（2005年９月現在、SSJDA

は「リモート集計システム」を学内限定で試験運用中）。

ICPSRのDASで利用可能な二次分析機能は、度数分布集計、クロス集計、平均値の比較、相

関行列、回帰分析などであり、加えて個別ケースの値の一覧や変数の変換(Recode & compute)、

そして度数分布集計とクロス集計については棒・折れ線・円グラフ(bar, line, and pie charts)の作

図も可能である。なお、DASはUniversity of California, BerkeleyのCSM(Computer-assisted

Survey Methods Program)が提供するSDA(Survey Documentation andAnalysis)を使用してい

る。

また、SRDQで利用可能な二次分析機能は、度数分布表、クロス集計、一元配置の分散分析、

相関分析、偏相関分析、因子分析、線形回帰などである。加えて、条件・関数などを用いた「ケ

ースの選択」も可能である。なお、SRDQはSPSS Japanの“SPSS Webapp Framework”を使用

している。

本研究で作成するSPDAにおいては、「２．目指されるべきtoolの要件」で述べたとおり、「２

変数における質的 dataと量的 dataの全ての組合せの基本的分析の実行が可能」な「単純集計・

クロス集計・群別集計・散布図」の範囲での開発を試みた。加えて、単純集計については累積％・

標準偏差など、並びにヒストグラム／横棒グラフの提示、クロス集計についてはクラメールの連
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関係数Cr、カイ二乗値とその有意性の検定、並びに最小期待度数(fe)など、群別集計については

相関比、並びに一元配置の分散分析とその有意性の検定、そして散布図については相関係数とそ

の有意性の検定、並びに対 dataの差の相関ｔ検定などの実現を目指した。

これらの機能は、筆者の作成したQPD(Questionnaire Processor for DOS 加藤、2004)ではDOS

汎用BASICであるTBC(TOKIWA BASIC Compiler 岡田、1998)によって既に実現されている。そこ

で、同様のalgorithmがJavaScriptによって再現された。

e. Data archive公開の実際と今後の課題など

このようにして作成されたSPDAは約 14KBの html file(spda.htm)であり、server folderに

uploadして調査結果の概要を開示したweb pageなどから linkしておけば、その linkの click

によって同一 folder内に存在する data file: data.js（JavaScriptの外部ファイル）を読み込んで

起動する。資料９・ 10に示したのがその状態である。

SPDA内には data fileの名称が data.jsと記述されているため、scriptを一切変更することな

く複数のdata fileを開示するには、それぞれ内容の異なるdata.jsをSPDAとともに異なる folder

にuploadする必要がある。ただし、data fileの名称は資料 13に示したとおり spda.htmの冒頭

部分（第 3行）に 1箇所記述されているのみなので、その部分を書き換え、かつ SPDA自体の名

称も変更すれば、1つの folderでの複数の archiveの公開は容易に可能である。例えば、資料 14

に示したように、筆者は 2005年 9月現在、同一の server folderに２つの data archiveを保存・

提示している。この場合、一方の data file（p_data.js）の開示用 SPDAは別名（名称は任意、

この dataの場合は“parsi.htm”）とし、その第３行では読み込まれるべき data file として

p_data.jsが指定されている（第３行の具体的記述は<script src=p_data.js></script>）。

資料13 SPDAのscript(spda.htm)の

冒頭部分

※Data file名(data.js)は、

外部JavaScript fileとし

て第３行に指定されている。

資料14 Scriptのわずかな書き換えで同一

folderでの複数data archiveの

開示も可能
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今回試作された簡易 data archive公開支援 tool: SPDAの今後の課題としては、下記の３点を

指摘したい。

1. Online data archive公開の試行の継続による経験と成果の蓄積

2. 必要かつ有効な範囲内での「二次分析機能」などの追加

3. Scriptの一層の洗練

「日本では、特定分野に関するデータアーカイブは存在したが、社会科学分野のデータを包括

的に収集、整理し、２次分析に提供するデータアーカイブは、最近まで設立されてこなかった」

との指摘（佐藤、2003）が示すように、online data archiveの試みは、特に国内においてはまだ

その黎明段階にある。そして、このような試みの進展・展開には、研究・調査の方法の共有とそ

の結果としての改善、既存の結果の第三者による検証とその結果としての再現性の確認といった

効果が期待できる。つまり、online data archiveは、以下の引用の中で筆者がかつて指摘した「知

識の民主化」をさらに一歩進める上で有効な１手段なのである。

「大学生あるいは大学院生が研究法を学び、自分なりのデザインで実験・調査を行い、

その結果を処理してある知見を得、発表することの意義は何でしょう？ それは一言で

いえば『知識の民主化』だとぼくは考えます。（略）研究法を学び、実践することによっ

て、ぼくたちは『権威への服従』に依ってではなく、理性的な合意の下に知識を得る１

つの方法・１つの態度を身につけるのです。そしてこれは研究者にのみ必要なものでは

ありません。」（加藤、1988）

これらの効果や利点、意義などの存在は、課題 1.「公開の試行の継続」の必要性を支持するもの

といえる。

課題 2.「機能の追加」に関しては、結果と考察の「２．目指されるべきtoolの要件」で述べ

たとおり、変数の変換（数値の読み替えや尺度化など）、３変数以上の分析、自由記述 dataの分

析などが今後の課題として想定される。特に、基本的な「data変換機能」（読み替え、足し上げ

など）は、「分析対象の限定機能」とともに、より柔軟で多面的な二次分析を可能とするためにも

その必要性は大きい。

課題 3.については、筆者の知識・技能の不足により、spda.htmと csv2ary.htmの両 toolの動

作は、help（資料 12参照）の 3.などでも言及しているとおり完璧とは言いがたいのが現状であ

る。全ての利用者がその source（programの実体）を閲覧・改良できる JavaScriptの特長を活

かし、利用者・読者諸賢からご教示・ご助言などを頂ければ幸いである。
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